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日本の市場に流入する外国産紙製品
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日本市場におけるコピー用紙の国別シェア

（2011年度）
海外からの輸入、国内
コピー用紙の約4割（2011年度） コピー用紙の約4割
約8割 インドネシア産
コピー用紙の3枚に1

インドネシ

ア
国内製紙

コピー用紙の3枚に1
枚がインドネシア産
メーカー別シェア:

中国

その他

会社 メーカー別シェア: 
APP 9割、APRIL 1割

主な銘柄
インドネシア製コピー用紙メーカー別シェア

（2011年度）

主な銘柄
エクセルプロ
ワイドプロ（APP）

APRIL
ワイドプロ（APP）
ペーパーワン（APRIL）
アスクル・コクヨの委託

APP

アスクル・コクヨの委託
生産品（APP製）

他 メーカー名無記載

出典: 週刊ペーパー・ビジネス・レビュー

他、メーカー名無記載
の格安コピー用紙 3

2013年2月1日発効2013年2月1日発効
「森林保護に関する方針」(FCP)

世界第三位の製紙企業がイ
ンドネシアでの森林伐採の

停止を誓約・・・停止を誓約・・・
（英国「ガーディアン」紙より)
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拡大するインドネシアの産業用プランテーション アブラヤシとパルプ用植林
パルプ用植林面積州別内訳(1994‐2009)

Source: HRW “THE DARK SIDE OF GREEN GROWTH”(2013)
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IUPHHK‐HT(HTI)産業造林事業権

本来劣化した森林のリハビリが目的。しか
し高い生物多様性、深い泥炭地を擁する豊
かな森に発効されるケースが多い。かな森に発効されるケ スが多い。
土地紛争の4割はHTIに関わる(IFC, 2010)
しばしば自然林の皆伐後、本来の造林が行
われず放置されるわれず放置される。
HTIのコンセッション取得の条件として面積
の5%を地域住民とのパートナーシップに使%を地域住民と トナ シップ 使
わなければならない(政令No.6/2007)。しか

し、実際には実施されない、あるいは契約
内容で住民側に不利となるケ スも内容で住民側に不利となるケースも。

地域の住民への雇用提供が少ない。伐採後
の整地、植栽、除草、収穫などの季節雇用整 、植栽、除草、収穫 季節雇用
かロジスティック、警備などの単純労働に
限られている。
リアウ 北・南スマトラ ジャンビなどリアウ、北・南スマトラ、ジャンビなど
巨大なパルプ工場が近接する地域に限定的
に発効
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プランテーション ha当たりの平均雇用人数

インドネシアの主要パルプ工場

Source: Mongabay.comSource: Mongabay.com

APP Prosed PT. OKI Pulp 
& Paper Mills (OKI)p ( )

Source: CIFOR “Menuju Kemitraan Perusahaan 
– Masyarakat” (2005)
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シナル・マス傘下の木材調達企業PT Wira Karya Sakti (WKS)はジャンビ州の5
県で293,000ヘクタールの産業造林用コンセッションを取得。そのすべてで
LEI認証取得(2009年)LEI認証取得(2009年)
農地収奪、居住地撤去などコミュニティとWKSとの軋轢は2001年から発生
2010年11月、セニャラン村の農民が対立の最中に警察の銃に撃たれ死亡

WKSのLEI認証機関TÜVによる公開概要報告書

《植林地管理における脆弱性の指摘》《植林地管理における脆弱性の指摘》
1. 「長年にわたる地域コミュニティとの紛争

発生の懸念は植林地の事業展開を阻害」
⇒植林ビジネスの持続可能性にとって

社会紛争がリスク要因と指摘
2. 「生産林エリアとしての湿地の利用は環境2.   生産林 リアとしての湿地の利用は環境

へのインパクトを与える懸念があると環境
保護団体から批判」
⇒泥炭湿地の開発が膨大なカーボン排⇒泥炭湿地の開発が膨大なカーボン排

出を増大させていると指摘
3.  「大規模な産業植林の単一樹種システム

は疫病発生 高 脅威は疫病発生の高い脅威」
⇒健全な植生には多様な自生種が重要

と指摘
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